
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

「時間があれば、もっと時間をかけて教えた
かばってん。」・・・２日かけて学年ごとに教室を
開いていただいた菊池地域交通安全協会の皆様
（下田様、佐美三様、山本様、大橋様、村上様、
永瀬様）と、菊池市役所の開田様の、２日間の教
室後の言葉です。 
 単なる「仕事」と 
は思えない使命感あ 
ふれる姿に、「泗水 
小の子どもたちは、 
幸せだなあ」という 
思いと同時に、この 
子どもたちに、交通 
事故に遭わない「自 
分で考える力を」と、改めて感じました。 
ポイント① 横断歩道での待ち方、渡り方  
車道ギリギリに立って待つのは、非常に危険

です。バランスを崩して車道に出る危険性や、大
型の車との接触などが予測されるからです。 
 また、（特に点滅状態の時に）斜めに走り込ん
でくる姿も見ます。交差点などは、右折車、左折
車も予測されます。絶対にやめてください。 
ポイント② 自転車はヘルメット着用  
 自転車での死亡事 
故では約６割が頭部 
に致命傷を負ってい 
るそうです。 
 また、ヘルメット 
を着用していなかっ 
た時の死亡率は、着 
用していた時と比べ 
て、２倍以上高くな 
るということです。 
 ４月１日から道路交通法が改正され、大人も
含めてヘルメット着用が努力義務化されまし
た。「しまった」では遅すぎます。ご家庭でも、
話題にしていただければ幸いです。 
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指導員さんの熱い思い 

～ 自分で考える力を ～ 

家庭訪問の思い出 
～ 「草を取る母の姿」と「シュークリーム 」～ 

学校教育目標 「自ら考え なかまと高め合う 泗水小」 

子どもの命を守るため、大人ができること・すべきこと ～ 熊日新聞の新生面より ～ 

 

私の両親は農業を営んで、牛を養っていまし
た。私が小学校低学年の頃は酪農で、朝と夕方は
乳しぼり。起きたときは両親の姿はなく既に牛
小屋。夕食も「晩ごはん」と言って遅い時間に食
べていたことを思い出します。 
そんな我が家にとって、家庭訪問は文字通り

「一大イベント」でした。母親は２、３日前から
庭の草取りをし、当日はシュークリームが「登
場」しました。普段めったに食べられないシュー
クリームが、先生の前に出されます。「食べない
で～」と見つめながら神妙に正座して時が経つ
のを待ち、しびれた足で玄関先まで見送ります。
その後、兄と分け合って「幸せなひと時」を味わ
った記憶が蘇ります。（一度は、先生が忘れ物を
取に来られて大慌てしたことも。） 
家庭訪問、大変お世話になりました。時代とと

もに形は変わりますが、子どもたちにとっても
温かな思い出が残ってくれればと願います。 

私は朝が大好きです。児童の登校の様子を見
守り、８時頃正門近くに戻ります。朝から運動場
やブランコ、鉄棒で遊ぶ児童もたくさんいます。  
その様子を見ながら、正門付近を高ぼうきで

掃いていた時のとこです。「手伝ってもいいです
すか」と声がしたので振り向くと、３年生の児童
が立っていました。思いがけない言葉に、一瞬時
間が止まった（音が消えた）気がしました。その
後、高ぼうきを手に、その児童は一緒に落ち葉を
掃いて集めてくれました。 
泗水小学校には、やさしい心を行動に移せる

児童がたくさんいます。「お母さんに会いたい」
という１年生を励ましながら、一歩一歩立ち止
まりながら登校する上級生の姿も見ました。 
「手伝いましょうか」でなく、「手伝ってもい

いですか」言葉の美しさにも感動した朝でした。 

泗水小ほっこり話 
～「手伝ってもいいですか」～ 


